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研究の全体概要 

海洋性動物プランクトンは低次から高次生産をつなぐ役割を果たす重要生物であり、海洋環境の変

化に迅速に応答するため、その種組成は海の健全性を評価するための指標となる。しかし、海洋性動物

プランクトンは約 7000種と高い多様性を誇り、形態分類は高度な専門知識・経験を要する。また、形

態的には判断できない隠蔽種や未成体個体の問題も存在する。一方、分子生物学的手法は正確に種を

把握可能であり、DNAバーコーディングによる動物プランクトンの遺伝子情報が蓄積されてきた。近年

は特定遺伝子領域の配列を網羅的に取得し、環境中の群集構造を明らかにするメタバーコーディング

が台頭しつつある。メタバーコーディングは動物プランクトンの多様性を迅速・正確に評価可能な手

法として期待され、地球規模のデータ充実に向けた国際ワーキンググループ MetaZooGeneも発足した。

しかし、日本周辺の西部北太平洋の遺伝子データは不足しており、メタバーコーディングや参照配列

のデータの充実が求められている。そこで本研究は、国際ネットワークの下、太平洋を中心とした動物

プランクトンの遺伝子情報の充実し、地球規模の多様性解析に発展させることを目的とする。また、確

立された手法は新たな海洋モニタリング手法として利用し、将来的な気候変動が海洋生態系に及ぼす

影響を長期的に把握可能にすることも目的とする。 

目的達成のため、はじめに動物プランクトンの遺伝子解析技術の高度化を行う。遺伝子情報の充実

では従来の DNAバーコーディング法に加え、ミトコンドリアゲノムや rDNA配列等の有用配列を効率的

に取得可能なゲノムスキミングの技術を動物プランクトンで確立し、日本周辺海域を中心に希少種を

含めた動物プランクトン種から DNA を抽出し、遺伝子情報の蓄積を行う。また、メタバーコーディン

グ手法は動物プランクトンを対象とした手法の高度化を行い、国際共同研究を通じて地球規模の比較

を行う。また、メタバーコーディングは日本周辺の海洋モニタリングに導入することで、現在の多様性

や種の分布を正確に把握し、将来的に気候変動が海洋生態系に及ぼす影響を把握可能にする体制を確

立する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



研究の全体概要図 

 


